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人
は

a

.き
に
民
主 

家
が
ボ
厳
人
民
の
執
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し
ぐ
膨
服
せ
る
こ
ご
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以
後
の
雅
典
に
於
け
る
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す
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も
の
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可
き
私
有
物
に
し
て
，之 

可
さ
も
の
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看
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さ
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然
二
十
を

(
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ニ
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三〕

々
義
的
影
響
か
次
敏
に
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〜
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な
る
要
求
を
滿
足
せ
し
む
る
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說
せ
ら
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學
會
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社
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思
想
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參
照
、。

银
は
無
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做
，す
の
，思
：想
を
抱
懷
す
る
に
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れ
よ
々
生
す
る
收
入
は
國
家
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た
ね
。
‘而
し
て
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典
の
政
治
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行
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に
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收
入
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て
多
數
民
衆
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持
し
富
裕
な
ら
し
む
る
を
得
可
き
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定
の
方
法
を
發
見 

せ
ん
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こ
と
を
努
め
つ
、
あ
り
し
な
ゎ
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國
家
の
保
讓
の
下
に
居
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ず
る
暴
鄉
民
の
；數
を
潘
加 

す
る
に
お
ら
て
其
の
收
入
を
墙
加
す
る
の
意
兄
を
提
唱
し
，
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し
て
一
人
の
市
民
に
對
し
三
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の
勘
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を
以
て
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織
を
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家
の
收
入
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又
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不
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用
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出
す
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を
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た
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財
源
如
何
。
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に
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も
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の
納
付
は
幾
許 

も
な
ぐ
し
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而
し
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斯
ぐ
て
同
盟
諸
國
一
の
兵
力
が
衰

'類
す
る

ご
レ
同

1

の
制
合
を
以
て
服
典
の
實
カ
は

★

叫
し
、之

\
 ̂

に
跳
れ
て
同
盟
諸
國
：に
諷
す
る
職
傲
に
し
て
嚴
列
な
る
態
：

.度

を

驯

政

せ

レ

。

貫

納

を

行

ふ

は
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，今

や

i
g

盟
者
の
義
務
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,

傲
さ
る
 

> 
に
至
々
、彼
れ
等
は
同
時
に
會
譲
に
於
け
る
投
票
權
を
ま 

は
れ
た
り
。
金
跟
は
凡
そ
雄
七
十
九
オ
ッ
ン
ピ
ア

I

ド
第
四
年
の
交
に
.ぺ
リ
ク
レ
ス
に
よ
つ 

义
デ

P

ス
よ
り
服
典
に
移
さ
れ
，

®

典
國
は
是
れ
等
甚
金
の
無
定
限
な
る
支
‘配
を
将
る
に
至
れ 

6
,
0而
し
て
满
奥
は
此

0

時
代
よ
-̂
し
て
自
己
の
私
的
利
翁
の
爲
め
に
其
の
同
盟
國
の
财
源 

、x
i

資
邀
と

‘を
利
嘴
し
て
彼
れ
等
の
繁
祭

V
J

白
曲

プ、レ

を
脅
か
す
に
至
れ
ね
。
同
盟
國
の
！̂
典
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對
す
る
屈
服
は
漸
次
完
全

>

爲
る
に
至
れ
ら

-。「

正
義

」

縛
名
せ
ら
れ
た
る
ア
タ

^
テ
ィ
デ

メ 

す

"ら
國

4

に
於
て
は
完
全
な
ぶ
義
は
必
然
遵
守
せ

.ら
る
、
の
要
な
し
做
す
の
意
見
を
有 

し
；デロ
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基
金
の
移
讓
を
以
て
得
策
な
る
も

♦而
も
不
正
な
り

ざ

宣

言

せ

る

に

，拘

、ら
ず
、少

ぐ
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も
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オ

フ
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ス
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(

t
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:
o
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意
見
に
據
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般
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よ
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じ
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，收
入
の
高
が
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に
昇
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る
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は
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不
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此
の
税
金
は
ぺ
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サ
ス
戰
役
の
終
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せ
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る
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こ
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な
ぐ
し
て
存
續
せ
る
も
の
、
如
し
。
然
れ

\
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は
終
に
同

’盟
齋
邦
民
を
し
て
進

.貫
を
行
ふ
の
地
位

よ
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脱
‘却
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プ
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て
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設
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な
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の
商
部
な
る
ラ 

掘
料
な
：

-
。̂：
是
れ
等
銀

j
g

の
發
，掘
は
早
ぐ
よ
り
し
て
行
は
れ
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の
時
代
に
於
て
は
極
め
：：
て
ぃ
收
盤
大
な
り
し
の
觀
ぁ
る
も
，ツ
ク
ラ

時
代
に
於
て
旣
に
邀
出
額
を
減

.じ
、

の
著
者
ス
ト
ラ
'ボ

ン

の

時

代

以

前
 

じ
於
て
全
然
採
掘
し
盡
さ
れ
た
と
鎭
坑
は
國
有
な
り
し
も
、：

I
s

つ
て
公
費
を
以
て
經
營
せ
.ら

も
エ
ゴ
ス
ポ
タ
モ
ス
の
戰

.爭

.

し

め
、此
の
基
命
の
管
理
を
目 

其
の
結
果

V
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し
て
廢
业
せ
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ク
リ
オ
ン
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銀
桃
の
採

ミストクレス

(
d

び

テ
ス
及
び
ク
セ
ノ
ス
オ
ン
の

れ
‘.若

し

ぐ

は

國

家

に

て
，他
の
不
動
產
の
如
ぐ

一
定
の
年
限
を
割
し
て
贷

出

さ

る
、

こ

，と 

な
ぐ
常
に
無
制
限
借
地

ビ
.レ

て
私
人
に
交
付
せ
、られ
、而
し
て
其
め
借
地
權
は
相
續
•賣
却
及
び 

凡

ゆ
る
®
類
の

法
律
：，的

讓

，渡に

.
由
ぅ
て
轉
々
せ

i

織
.
恍
の
賣

.却
、
詳

言

す
れ
ぱ
其
の
採
掘
權 

の
賣
却
；は
ポ
レ
ー
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f

x

'

3

即
ち
'年
々
袖
簌
に

よ

り
て

®

族

よ

り

選
出
せ

ら

る
/
'

十
人
の 

成
員

‘

は
：.

り
成
る
谢
-務

委

員

に
.よ
.ゎ
て
取
扱
は
れ

，這

般
の
權
利
を
購
入
せ
る
激
は
指
定
の

.
®
:
 ̂

を

支

®

へ
る
外

永

續

的

租

桃

i

し
て

純

收

盤
の

1
I

割

四

分

を

支
拂
は
ざ
る
を
得
ざ
タ
き

0

賈 

入

金

は

，直

接

國

家

に

：支

拂

ふ

：.も
、S

區
税
は
恐
ら
ぐ
徵
桃
請
資
人
に
よ
ウ
て
徵
收
せ
.ら
れ
ね
る 

も
な
る
可
し
。
織
坑
を

®

有
す
る
の
權
利
を
有

.す
る
者
は
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與
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民
並
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ツ
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權
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し
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ぁ
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森
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ら

れ

た
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f
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裁 
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.數

は

る

多

ぐ

彼

れ

は

，盛

.業
家

i

等
し
ぐ
別
倘
の
生
邀
ポ
階
叙
と
看
做

' さ
れ
、時
に
は
ぶ 

個
の
持
分
を
す
有
し
ゆ
に
は
取
に

1

個
の
み
を

f
f
i有
.せ
ク
。

一
個
の
持
分
の
普
通
の
價
格
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1
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タ
'
レ
-
ン
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ム
若
し
く
は
其
の
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上
に
し
て
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數
名
の
纽
合
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挑
の
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有
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た
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激
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®

有
の
安
圓
は
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嚴
な
る
法

.规

に

ょ

キ

て

確

然

保

瞪

せ

、ら
れ
、國

家

の

描

.利
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嚴
か
に
維
持
せ
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れ
た
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1
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鎭
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B

す
る
特
殊
の
訳
諷
手
織 

(

や/
C
a
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a
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k
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ゾ

か

し
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は
又
た
財
產
桃

.を
課

せ

、ら

る
、

こ
ぐ
し

な
ぐ
、其

の

領

有

者

を「

公
務 

(

か
§
モ
蒼)

に

服

せ
し
む
る

こ
，ざ
な
く
、又
た
後
に
述
ぶ
る
が
如
さ

「

財
産
の
交
教
即
ち

r

ン
チ

ド
 

f

v
ス(
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§

l
r
o

に

ぬ

り

て

称

轉

せ

し

め

、ら

る

、

こ
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な

か

ら

き
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山
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.り
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た
る
に
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て
、元
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國
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®
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屬
す
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借
入
れ
た
る
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に

*

ぐ
も
の
な
り
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し
て
石
山
が
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何
な
る
方
法
を
以
て
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た
る
か
は
定
か
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典
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た
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然
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等
の
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に
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以
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所
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せ
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ザ
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狐
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れ
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荷
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は

恐
；
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ぐ
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せ
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る
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に

徵

せ
；ら
れ
し
な
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し
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收
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ぐ
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を
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扼

せ
ら
れ

て
其
れ
其
れ
の
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負
人
に
賣
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れ
た
る
も
の

V
J  

H :

推
定
：

^
;
ら
る
。

商
人
は
又
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へ
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に
於
て
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を
經
て
輸
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入
を
ら
る
、
總
ベ

て
の
货
物
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す
る
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ら
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條
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ら
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"國
家
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額
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上
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逢
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す
る
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な
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務
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に
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な
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せ
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デ
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務
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厳
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大
な
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の
に
し
て
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劇
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演
奏
の
伸 

ふ
國

祭
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於
て
昔
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上
の
廣
技
を
行
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し
む
可

き
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舞
隙
を
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す
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な
ウ
。
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隊
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て

，組
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せ
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れ

た
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舞

の
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る

に
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れ
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徵
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ぐ
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技
卷
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區
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有
給
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演
技
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す
る
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至
り
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に
適
當
な
る
，訓
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を
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さ
れ
た
る
歌
辦
陳
を
供
給
す
る
の
義
務
は
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の
代
表
た
メ
可
ぐ
國
家
に
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て
選
任
せ 

ら
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な
る
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總
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；
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せ
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劇
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劇
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に
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隊
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は
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て
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又
た
.

歌
者
の
昔
骤
を
强
む
る
に
資
す
る
底 

の
食
料
及
び
飮
料
を
支
給
せ
ざ
る
可

.
、らす
。

(ploutarch. 

d
e

 

Glor. 

Ath. 

6. 

Antiph. 

d
e

 

C
h
i
t
a
.)。

敬
良
な
る
演
蒸

若
し
ぐ
は

演
劇

を
擧
行
せ

.
る

n

レ
J

ゴ
ス
は
褒
賞

W

し
て

ig,

足
を
受

'0

し
、
彼

れ
は
之
れ

を
献
納
す

る

の
費
用

を

数

擔

し
、時
に
は
又
た
之
れ
を

g

ゆ

る

記

念

塔
を
建

設
せ
ざ 

る

を
得

ざ

*
c
^

き
9
 

i

取
二
十
#
 

(
1
1
1
1

五
V
 

-

服
典
國
ゆ
收
入 

饿
，i
 

S

 

厂 St

u
,
f
c
L
l
v
*
. 

w

 -- 

I

th
ぽI



， 曙き

'M

'ih

I鍾 ち ?^殺

I银
二
十
デ

9

! 

H
e 
‘雕典國の收入

 

5 

三

)

キ

ム
ナ
シ
ア
ル
キ
ァ
は
體
操
練
習
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に
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動
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技
の
满
め
に
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一
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を
訓
纖
し
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の
線
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中
適
當
な
る
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事
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彼
れ
等
に
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技
に
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し
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な
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及
び
装
飾
を
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お
に
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の
義
務
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負
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し
む
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ぐ
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0
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祭
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勘
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轉
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し
て
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於
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經
費
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部
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助
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。
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の
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、ら

れ

た

る
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務
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り
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日
の
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け
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狹
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て
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時
に
於
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課
せ
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の
な
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目
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艦

の
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て
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せ
ら
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最
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膨
れ

.o

t
這
般

9 

H

ラ

ル

ケ

ス

ミ

稱

せ

ら
 

れ
，其
の
戦
艦
の
赴
ぐ
所
に
は
總
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狐
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事
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る
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縦
令
ひ
其
の
高
は
常
に
這
般
の
目
的
の
爲 

め
に
十
分
な
る
も
の
に
は
あ
、ら
ざ

.TS

し

も)

、
後

に至
.：：S

て
は
船
體
め
装
具
を
も
供
給
せ

.：：

N。

ト
 

ターH
:

ラV

ケ

ス

の

失

哉

は

四

十

タ

ム

に

達

せ

と

之

れ

を

輕

減

す
 

爲
め
に
凡
そ
紀
元
前
，

E
L

西
十

1

年
に
ニ
個
の
人
物
が
之
れ
を
分
傲
す
る

ニ 

く
し
を
許
容
せ
，，

〜

(

至

；bT  

更

.h 
K

三

f
t五
十

A

年
に
は
二
十
シ

ム
を

V H

ハGU!

ょM
P
1
3
0

ち
各
々
六
ト
名 

K
V成
る
組
合
並
び
一
に
，其

の

を

；々
ょ

り

十
五
名
づ

 
>
 

選
出
せ

ら

れ
た
る

都

合

三

百

の

 

.最

當

裕

な

る

市

民
.®:,

摩
鼻

*
.
®
.
せ
，、
ら
れ
、此

の

ニ.！百

人
の

委

員
は

1

0

の

戦
艦
の
費
用
が

多
少 

の
市

la.

數
に

i

り
て

分

擔
せ
ら
る

〜

が

如
き
方
法
を

以

て
各
個
の
軸
合
の
上
に
其
の
經
費
を

分

®

せ
タ
。
最
後
に
凡
そ
三
百
因
小
年
の

®

に
デ
モ
ス
ー
ア
ネ
ス
の
提
出
せ
る
法
に
據

-
CV

て

箱
二
十
翁

(
1
1

ニ
七)

雅
典
國
の
收
-入 

.す

ヤ
號 

一

五 る

る が

-
1
^



I

 
翁

(
m
l

 

6
 

i

l

 

!

六

I 

除
き

，
®
 

て
の
市
民
は
其

®

 

I

に
比
例
し

T
此

©

I

I

®
す
る

S

れ

.

I 

.rs。

斯

ぐ
て
十
タ
ラ
ン
ト
ン
に
達
す
る
財
：産

(

寧
ろ
課
枕
し
得
可
き

資
本

)

を
有
す
る

も

の

は

J

 

I 

盤

の

船

經
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装

す

る
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賦
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せ
ら
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ニ

タ
ラ
ン
ト
ン
に
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る
財
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.
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i

、三
タ
ラ
ン

ト

ン
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す

る
裁

は

三
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を
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裝

す
る
の

貴
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を
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ひ
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財
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；
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^
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ど
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務
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ら
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當
に

’=23

ぱ
.於
て

此
の

義

務
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又
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=
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.
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。
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賦
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め
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ビ

甚
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に
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て
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ぐ
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き

義
務
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設
定
せ
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る
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命
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叙
の
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の
資
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す

る
も
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の

政
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上
の
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權
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た
，
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f

V

大

な
-
-

し
時
代
に
ぜ
す
る
こ
ど
を
記

.億
せ
ざ
る
可
、ら

ず
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第
五
世
紀
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初
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ゥ
て
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の
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き
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早

存

一

一

せ

ざ

：
る

に

.
至

れ

.
^
.ミ
雖
も
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も「

公
務
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行

ぱ
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の

執

行
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に

れ
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,
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上
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荷
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む

る
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階
叙
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後
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が
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填
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條
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農

紫

.
が

社
 

會
生
转
の
基
礎

’/

」

看
做
さ
れ
た
る
の
事
：

®

は
其
の
守

8

神
た
る
デ

メ 

J

テ

ダ
广A

r
%
f
z
.
3

が

0 

鯽
？
び

法

撒
を

も

亦
た

統
轄
せ

る
に
依
り
て
ぁ
明
か

' な
る
可
し

"

而
.し

て

農

業

が

生

計m

得 

の
最
も
正
當
な

•る
：
方

：
，
法
i

し
.て
著
し
く
推

®

せ
、ら
れ
た
る
の

#
:
W
は
：之
れ
を
ク
セ
ノ
ス
オ
ン 

及
び
ァ
ッ
ス
ト
オ
ー
プ
レ
ス
，の
大
な
る
讚
辭
に
ょ
ナ
て

.雅
定
す
る
を
得
可
し
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ア
ジ
ス
ト
オ
，

グ

レ

ス
の
箸
と 

稱
せ
ら
れ
ね
る

「

經
濟
學

J  (

な
へ
务
ゾ
の
.著
者
は

0
ぐ

、

農
，業

民

は

、：雁

傭

勞

働

及

び

商

業

に

於

け 

ぶ
が
如
：く
人
々
の
意

.

.志
：に
從
ひ
、若
し
ぐ
は
戰
销
の
如
ぐ
人
々
の

.意
‘志
に
反
し
て
-彼
れ
等
ょ
力 

利
姆
す
る
こ
マ」

な
；き

が

故

；T

最
も
：公
正
‘
な
る
も
の
な
も
又
た
總
ベ
て
生
存
し
つ
、
あ
る
物
は 

其
' 
の

#

i
'タ
榮
養
を
受
而
し
て
太
地
は
：人
問
の
母
に
レ
て
、從
ウ
て
、又
た
人
問
は
大

0
J

P 

4
て
：：

策
養
を
受

く
る

が

故
‘

I
T

農
業
は

S

も
自
然
的
な
る
も
の
な

-CS

ど
て

,

g

に：大
地
を

.以
て
人
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間
の

5
ご
做
し
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一

n

人

は

之

れ

ょ

ク

し

て

榮

養

を

雙

ぐ

る

も

の

な

，ね

ざ

觀

る

の

觀

忿

は 

人
に
共
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な
る
も
の
な
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著
夢
は
更
ら
に
語
を
續
け
て
云
：ふ
，農
業
は
更
ら
に
堅
忍
不
屈
の 

ぁ

"
&を

<ノん
'成
す
る

*

に̂
献
す
る
所
大
な
么
齋
し
そ
は
人
々
の
身
心
を
し
て
强
®
旦
つ
文
齒 

な

、ら

し

み

彼

れ

等

を

f

練

し

て

平

膝

，に

適

せ

し

，む

る

も

の

ぁ

る

に

反

し

、大

多

數

の

商

工

赞

は 

.身

Vも
を
し
て
共
に

.珠

&

な

&

し
む
る
が
故
な
ル
ビ
。

.即

ち

農

民

は

其

の

.資

産

が

市

壁

の

外

に 

存
す
る
唯
一
の
も
の
な
れ
ぱ
な
ね
。
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0

づ

.

然
れ

V」

も
當
裕
な
る
者
は

‘筋
肉
勞
働
の
大
部
分
を
奴
雜
及
び
織
農
に
委
し
て
、自
己
は

M

.に 

餐

a

の
仔
に
當
れ
る
に
週
ぎ
，す
。

斯

ぐ

て

彼
れ
等
は
其
の

#

脳
の
牧
盤
に
依

.

C
V

て
裕
福
な
る 

生

&

を
雄
特
し
将
た
る
の
み
な
、ら
ガ
邀
物
の
：徊
格
騰
贵
せ
る
年
に

は

.不
當
，に
其
の

富

を

墙
加 

す
ネ

r
トy

を
得
し
な
り
。

(

O

S
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n

 

p
h
g
i
p
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1
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£

◊

而
し
て
雜
典
は
永
ぐ
農
業
.國
の 

狀
態
を
維
お
す
る
こ
ど
能
は

す

し

て
、紀
元
前
第
五
世
紀
以
後
に
於
て
は
其
の
食
糧
の
半
ば
以 

上
を
輸
入
に
俟
た
.ざ
一
る

を
；
得
ざ
ネ
に
至
れ
る

こ
ざ
：

吾
人
が
霞
き
に
言
へ

る

が
如
し

◊

蘇
主
要 

の
货
物
た
る
小
麥
は
黑
海
よ

&

來
れ
る
所
に
し
て
、維
典
人

が

ビ
ザ
ン
チ

ク

ム

の

支

配

を

t

?職

y

i

n

持
す

s

レ

否
ビ
は
取
に

.
'軍
事
上
の
み
タ

&

す
，此
の

a 

•
よ
り
觀
る
も
亦
た
極
め
て
重
大
な
る

W 

係
を
有
す
る
も
の
な
々
き
。

M
之
れ
に
對
し
て
服
典
の
輸

.出
せ
る
所
の
も
の
は
、

I
I

述
の
如
く
、棚 

檔

乾

無

，花

®
、蜂
蜜
、陶
器
、並
び
に
小
親
館
に
於
て
は
武
器
及
び
一
足
®
の
羊
毛
製
品
等
の
如 

き

I

定
め
製
造
品
な
ね
。

m

x

m
過
の
額
は

.大
な

&

ざ
る
を
得
ざ
り
し
ご
雖
も
、而
も
之
れ
に 

對
す
ネ
對
衡
マ

」

し
て
前
述
せ
る
が
如
き
同
盟
國

K

の
貫
納

.並
び
に
業
務

上
.，

及
び
享
樂
上
の
目 

的
を
以
て
同
市
を
訪

>

x
多
數
の
外
人
に
よ

.

.

.て
多
額
の

®

®
は
‘
*

*
に
齋
さ
れ
た
り
。
加 

之
な
ら

す

雑
典
の
繁
榮
は
じ
ラ
チ
タ
ス

X
I
I

f

i

が

大
中
央
市
場
た
-̂
し
事
實
に
资
ふ
所 

大
な
ふ
も
の
な

.

C.。

小-P3

細

g
|

及
び
シ
リ
ア

の
物
鹿
は
此
處
に

W

び船殺せ，
られてぺロポ
 

ン
ネ
サ
ス
半
鳥
及
び
之
れ
よ
り
も
更
ら
，に
-西
方

に
向

へ
ら
。

,
此
の
：附
が
に
於
て
界
她

(

の
銀
货
，は
通
商
上
特
に
重
要
な
る
地
位
を
ト

n

む
る
を
将
た
ク
。
襲
き 

に
ニ
言
せ
る
が
如
ぐ
、第九
十
三
オ
リ
ン
ピ
て

I
!ド
盤
ニ

.年
ア
ン
チ
デ
ネ
ス
へ

Q
A
i
v
.
3

の
執 

政
，
時
代
に
於
て
當
时
，行
は
れ
つ

〜

め
ク
レ

大
東
傭
に
對
し
賀
幣
を

g

達
す
る
こ

ビ
0

ご
し 

ぐ

®
難
な

.り
し
か
爲
め
に
、

W

職
め
女
神
の
像
よ
り
多
量
の
參
加
物
を
浪
じ
て
金
貴
を
鋳
造
す

r

ぶ
0

已
む
な
き
に
至

 >
-
、

次

い

で

其

の

缴

年

力

ジ

，ア

ス

§

f
 

W
の

執

政

官

時

化

に

か

、
て
は
銅 
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ニ
く

货
み

 ̂
0

進
し
問
も
な
く
之
れ
を
卸
收
す
る
等
の

> J

ど
ぁ

り

し

V
J

雖
も
、大
體
に
ン
て
お
れ
、
よ

の
‘過
，貴

の

就

3
^

を報
：；I
g

し
、鎮
五
世
紀
末
ギ
の
財
政
急

迫

L
1

際
し
て
も
風
の
飯
货
を
改
惡
せ
ん

★

る®

舉
に

g
つ
る
ニ
 

i
な

.か

K
yき
‘

满
典
の

W

權
が
昔

m

の，联
ビ
消
へ
た
る
紀
元
前
三

.

.

.
ぼ
五
十
三
年
の
交
に
其
の

「

維
典
の
收
入
输
加
策

」(

ぐせミ

*
?

是

L 

11ゥ
0。

ぎ
；y

の
難
を
述
び
た
る
ク

'
セ
ン
タ
ォ
ン
が
何
ほ
耳
つ
巫
當

n「

大
多
數
の
都
市
に
於
て
は
ぢ
の
供
民
の
使
用
す
え
通

§
3；

は

彼
れ
等
の
國
境
外
に
於
て
流
通
す
で

J

ご
な
さ
が
故
に
、商
人
は
已
む
な
ぐ

K

の
船
荷

’/
J

交
換

‘
 V

 

.

ぺ
/
-
て

財

貴

を

積

載

せV
v

る
★

得
す
、然
る
に

服
挑
に
於
て

は
商
人
は
人
々
の
要
求
す
る
多
®
多

綴
な
る

0

M

を
輸
博
す

る
こ

レ

を
得

る
も
、而
も

尙
ほ
商
人
が
商
品

を

以

て
商
品

ビ
交
換
す
る

こマJ

を
欲
せ

や

ざ

せ
：5!

；

彼
：れ
等
は
雅
の
銀
を
輸
出
す
る
に
め
り
て
絕
好
な
る
船
荷
を

M

み

H

す
を
得
可
し
。

蓋
-,1

彼
れ
等
は
何
處
に
於
て
之
れ
を
手
放
す
も
，常
に
其
の
本
的
揽
货
以

上

を

禾

爲

す

可

き

が

故

、な
り」

ご
，主

張

す

る

を

•得
せ
し
め
た
る
は
當
に
之
れ
に
灰
る

。
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メ
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ロ
ス
の
詩
篇
ホ
に
於

I

し
は
職
人
は
商
業
に
對
す
る
自
然
的
倾
向
を
有
す
る
人

a

-
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.
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^

ざ
'し
て
表
現
せ
、ら
る
、
こ
ざ
な
し

0
 

に
海
阜
よ

-

遠̂
ぐ
隔
た
ふ
最
古
の
希

i

都

市

の

地

.

位
#

其

® S

設
者
が
ま
を
以
て
財
當
取
得
の
一
手
段

i
偷
す
の
觀
念
：を
有
す
る
こ
.̂
な
か 

ン
し
⑦
事
實
を
十
分
に
物

f

も
の
な
彼
れ
等
の
航
海
は
古
代
に
於
て
は
殆
ん
ご

全
ぐ 

.
:

.
侧
領
及
び
海
上
掠
藤

§

 

,手
段
た
ら
し
な

.
。̂
與
論
は
久
し
ぐ
海
賊
を
非
議
す
る
こ
ざ
な

か
.：：S 

^

し
て
海
賊
的
行
錄
は

.漸

次

商

的

行

爲

に

，變

化

し

行

け

り

。

亞

細

亜

义

、珠

に

當

時

，お
職 

沿
？̂
を
支
配
せ
る
ス
ユ
ュ
キ
ァ
人
の
手
に
よ
ぅ
て
行
は
れ
た

る
希
職

ビ
ゆ
贸
易
も
亦
た
微
々
 

た
る
も
の
に
し
て
、希

®

人
は
之
れ

；i

提
供
す
可
き
農
業
上
及
び
工
業
上
の
産
物
を
有
せ
ざ

P 

が
故
に
多
數
の
夕
人
を
し
て
彼
れ
等

/で
交
易
を
營
ま
し
む
る
の

.诱
罔
を
有
す
る
こ

V
J

能
は 

ざ
力

S

?
然
れ
ご
も
ホ

メ 

f 

ロ
ス
時
代
以
後
の
數
：世
紀
仰

y

於
て
希
膽
の
商
業

S

の
丽
目 

を

！

漸せ希職ゆ貿易をて

P

 

A
な
る
發
速
：を
來
さ
む
め
た
る
も

‘
の
は
小
亞

御 

一"

2
4

に 

於
：
^

る
其
の

®
 

K
地
の

.

®設
な
力
き

0

ィ
ォ
ァ
入
の
努
力
は
古
ぐ
よ
ね
發
逮
せ
る
東
の 

M

業

Vし
ゆ
接
觸
に

i
-
?
'
て
激
注
せ
し
め
ら
れ
た
る
商
的

'活
動
ご
、么

L
ぐ

ク

ユ
ユ

キ

ア
人
の
手 

中
に

#

®
、せ
ら
れ

0

、
ぁ
プ
じ
海
上
の
斬

®

を
剝

®

す
る
を
.得
せ
し
め
た
タ
し
き
意
義
に 

於

0

る
泥
上
權
を
劍
生
せ
：し
む
る
に
資
せ
り
。

.
貿
易
に
從
事
せ
る
植
地
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こ
在
り
て
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I

位
を
占
め
た
る
も
の
：は：ミ
レ
ト
ス
な

I

紀
元
前
第
六
世
紀
に
至
る
ま
で
に
希

»

人

は

其 

,

の
商
，業
の
範
圓
を
地
中
海
岸
及
び
之
れ
ざ
聯
絡
せ
る
內
海
に

‘
擴
大
せ
々
。
然
れ

'ご
も

®

服
、
：

a 

商
業
的
郁
市
の
列
に
如
；は

‘み
に
至

-

し̂
は

K

ら
に
之
れ
よ

-

C
S

も
以
後
に
し
て
，維
典

V

は
ソ

P 

ト
ン
の
時
代
に
於
て
も
僻
ほ
主
ど
し
て
農
業
及
び
牧
畜
に

よ
り
て
律
活
せ
る
な
ね
。

.

.

ポ
興
人
ざ
他
の
ぁ
市
•ど
の
商
業
的
刷
係
が
微
分
顯
著

r .、

レ

爲
れ
る
は
漸

，

ぐ

民
主
々
義
的
憲
法 

發

達

の

；時

代

に

存

す

。
：然

れ

ご

も

波

斯

咖

役

、/
J

海
軍
同
の
盟
主
た
る
其
の
地
位
と
は

M 

’

を
し
て
希
®
に
於
け
る
第
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$
1

の
海
軍
國
た
、ら
し
め
た
ゥ
。

ぺ
ジ
ク
レ
ス
の
仏
口
ド
に

 

<、、て
 

典
は
管
だ
に
學
問
及
び
技
術
に
於
て
の
み
な
、ら

t
s
I
S
I

に
於
て
も
亦
た
全
希
騰
的
活
動
の
中 

シ
れ

i

服
典

9
1愧
ら
に

"其
の
西
方
貿

.
2
1

に
依
；
^

てiMf

越
せ
る
地
位
を
有
し
得
た
る
も 

f
时
ゾ
コ
ッ
ン
ツ
ス
及
び
コ
ル
，ク
ラ

.あ

-
^
し

の

み

ア

ツ

チ

カ

が

其

の

韻

域

内

に

乂

て

上

:

す
ー
タ
こ
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き
货
物
セ
满

K
れ
國
質
激
に
よ
り
て
，取
得
せ
ら
れ
た

i

o

而
し
て
戦
爭
，の
如

.

.
き
さ

ポ

の
：̂ 

W
力

輸
入
を

妨

T

る
に
非
ざ
れ
ば
，同

國

は

他

邦

の

條

剩

收

0

を
消
費
せ
る
が
故

?-r 

2
^

作
の
合
に
於
て
す
ら

®

侃
の
危
儉
は
存
す
る
こ

.ど
な
か
り
し
な
り

' 

(
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f
tゆ
る
利
餘
、即
ち
ル
ゆ
ん
風
位
を
利

し

て
其
の
所
悪
物
を
輸
入
し
，其
の
輸
出
せ
ん
こ
ょ
を
欲 
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を
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取
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を
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岸
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ザ
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滅
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ォ
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:
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；
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總
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ゆ收人
 

.‘

，.

爲
み

s

の

i
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、又
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の
目
的
よ
こ
て

s

s

結
せ

.
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^

ぐ
の
如
!!̂ょ 

互
に

2

あ
る
ニ

®

I

の
法
雄

£

係
を
制
服
し

.他

®

の
市

K

に
對
し
て

I

を

f

;

^
 

る
隙

に

i

國

S

段

に

よ

-
^
て

遵

守

せ

ま

可

き

形

式

を

規

定

せ

る

協

約

に

就

き

て

摩

こ

然
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し
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*
"
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プ

ロ

タ

セ

ノ 
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c

^

f
ミ〕
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ち

他

5

市

I

よ
I

の

地

に

居

留

せ

 ̂
&

國 

民
力
ぐ
上
の
保
讓
及
一
び

.據
助
を
必
要

V
.

す
る
度
海
に
、其
の
利
.益
を
注
意
ず
る
が

I

こ
&
 

益
せ
、ら
れ
た
る

5

の
代
表
者

®
制

f

多
大
な
る
便
織
を
與
へ
た

&

0
列
へ
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へ
ラ
ク
レ 

す
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住
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佩
れ
か
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て
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去
せ

I
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務
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に
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P

ク

セ
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ス
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彼
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ザ
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取
る
が
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し
ハ

I
.
, P.  
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希
騰
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庸
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び
船
着
場
の
附
近
に
於
け
る
取
引
所
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：避
設

S

力
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典
に
於
サ
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業
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察
の
任
務
を
行

へ

る
官
史
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、ら
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於
け
る
十
名
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S

物
卸
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し
ぐ
抽
錢
に
ま
て
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I

せ
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し
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部
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對
し
て
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港
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對
し
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名
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®
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官
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ぁ
り
て
，時
じ
小
廣
市
場
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監
督
し
、外
冰
ポ
に
與 

,:

し
て
之
れ
に

#

事
ず
を
の
、許
可
を

*

へ、財

®

の
品

®

並
び
に
量
目
及
び
尺
度
を
ま

.森
し
、腐
收 

‘ 

M 

:

摄
傷
す
る
败
を
沒
收
破
激
し
、

®

手
及
び
買
手
間
の
ザ
讓
，を
即
決
し
、

P

載
を
；必
嚴
ビ
す
る
場
仓 

, 

に
は

/
^
^
^
れ
が
载
判
：

#
:

5./

释
れ
か

a 

#典
人
は
又
た

.特
に
度
量
衡
の
檢
査
を
行
ふ
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部
に
於
て

十
名
ヒ

i

エ
ク
ス
に
ゼ
て
名
の
メ
ト
ロ
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蒼
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彼
れ
等
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又
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尺

&
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る
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檢
舉
せ

/

其
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俊
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メ

ト
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ば
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。
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事
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(
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商
人
及
び
継
の
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務
を
妨

C

ッひ
ふ

な
か
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ん
が
爲
め 
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航
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^
を̂
得
ざ
る
冬
卿
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於
て
の
み
購
廷
せ
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y
s
i
a
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i
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ス
，：

®

時
代
に
は
此
の
商

.事
裁
判
官
は
存
狂
せ
ざ
る

.‘に
至
り
、其
の
營
轄
に 

風
せ
る
載
判
事
項
は
六
名
の
下

®

執
政

4
2

ょ
ぅ
成
れ
る
え
ス
や
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テ

ィ0l<7JJ.OdiT3
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管
轄
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I
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す
る
者
を
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.す
る
こ
す
な
き
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^

め
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商
事
に
闕
す
る
訴
訟
に
#
し
て
最
も
公
巫
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し
て
旦
つ
取

も
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速
な
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せ
る
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赚
許
も
な

.ぐ
，判
決

，纏

延

の

弊

害

は

ヒ

タ

ッ

ポ

ス

(

§

!
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の
時

e

に
於
て

. ̂

月
次

f 
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開
始
に
ょ

6

て̂
抑

止
せ
、ら
れ
た
ら
。
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r
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a
l
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:
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1
8
, 

l

o

o普
通
：，の
倩
務
の

.場

^

に，は
債
權
者

4

單
に
債
称
寧
の

.
W
産
を
押
收
す
る
を

R 

た
る
に
過
ぎ
ざ

’り
し
も
、商
事
の
，場

仓

に

は

債

辨

激

に

：し
て
償
還
を

■明
し
渡
さ
れ
た
る
释
に

i 

彼
れ
は
收
，

f

ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
ね
。

.他

I

民
'に
ょ

-
-て
S

せ
ら
れ
ざ
る

‘を
得
ざ
る
も

#

事
に
於
て
は
彼
れ
等
は

'
® 

出
廷
，す
る
こ
ざ 

,
/
ィ

ナ

:

ァ
モ
，ス
テ
ス
日
ぐ

「

ポ
奥
の
法
#
に
於
て
は
債
權
者
に
對
す
る
雙
多
の
變
良
な 

,

蓋
し

f

 
l

f

-

?

t
て
貸
手

f

生
す
る
が
故
？

。
贷
手
の 

板
助
め
ぐ
ん
は
船
张
、船

®
、旅
客
皆
な
共
に
活
職
す
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こ
ご
能
は
す

」

ご
。

(
p
s
:
p
h
l

 

p. 

§

)

7
<
I
S

 

ノ
は
幾
多
の
場
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に，代
理
商
を
有
し

.而
し
て
後
者
は
财
货
の
輸
送
せ
ら
る
、
港
に
於 

て
彼
れ
の
主
人
③
翁
め
じ
；船
荷
を
賣
却
す

0
.吾
人
は
又
た
ニ
個

S

異
れ
る
揚
所
に
於
て 
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.營
業
し
つ
、
あ
る
組
合
員
あ

P

し
こ

ざ

を
開
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o
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な
る
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に
於
け
る
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称
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場
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狀
態
；
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す
る
が
爲
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に
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も、现
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け
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せ
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の
揚
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屬
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ア
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ス
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ォ
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に
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I
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紀

‘元
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第
六
世
紀
に
於 
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>
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稱

せ

；
る

，
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«

槽
の
腿
摊
器
の
如
き
紫
要
な
る
貨
物
の
買
占
は
：其
の
發
生
を
見
る
こ 

’、

」

頻
々
た
る
も
の

.
に
は
非
ざ
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し

な
る
可
し
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參
照
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於
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ホ

&
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す
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蒸
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代
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易
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ウ 

て
又
た
之
れ
ょ
ク
生
す
る
總
ベ
て
の
不
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.
然
な
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か
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與
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ら
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こ
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。
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近
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せ
る

も

，而

も

其
の
唯
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ダ
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述
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を
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ぐ
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ゴ
；̂
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；に
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す
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も
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與
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穀
物
の
輸
入
を
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す
る

5

め
に
採
れ
る

一

法
§

人
が
旣
に
述
べ
た

る
が
如
ぐ
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I

s

物
を
持
ち
歸
る
こ

I

き
船

«

を
抵
當
み
し
て
货
悠

I

與
す
る
こ

J

禁
す
る 

,
ヵ
ぁ
き
は
：是
れ
に
し
て
、這
般
の
條
件
は
特
に
穀
物
貿
易
に
刷
し
て

云
へ

\

，
も
の
な
る

が
如

し
。
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t

て
入
港
せ
る
辦
瓶
は
潍
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に
於
て
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の
穀
物
の
三
分
の
ニ
を
服
賣
ず
る
こ
ざ
を
强
要
せ 

ら
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に
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の
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分
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を
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す
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こ

i
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法
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又
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す

る

總
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占

む
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拂
，へ
る
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對
し
て
相
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な
る
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潤
を

#

る
に
過
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ざ
る

®

格
を
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再
資
す
る
こ
ご
を
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#

ら

れ
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買
占
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占

は

總
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罪
を
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禁
止

‘，せ

.ら

れ
た

シ
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物

交
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を
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，
督
し
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當

の
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：
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せ
ら
る
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す
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史
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.
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商
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が
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せ
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れ
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0
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價
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を

以
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ぢ
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船
荷
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賣
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む
な
き
に
至
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を
免
：

れ

し

む

る

が
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し
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又
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半
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れ
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裕
：な
る
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民

の

寄

附

に
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る
.多
量
.の

養

翦

存
し
，

貧
困
な
る
市

•民

に

®

し
て
：輕

易

な

る

條
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を
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れ

を
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却
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、

若
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银
十
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ニ 

る

タ

シ
ア
ス

f

£

が
其
依
賴
審
の
爲
め
に
起
草
せ
る
穀

.物

商

人

攻

骤

.の

演

說

は

後

世

を 

し

て

當

時

の

穀

物

交

易

の

T

端

を

窺

知

せ

し

む
る

の

上

じ

於

て

頗
る
與
味
多
き
も
の
な

P
O 

.

此

の

M

維

典

に

於

け」
る
有

力

な

る

政
，沿

家

の

I

人

に

し

て

民
主
黨

.
の

®

袖
た
ク
し
ア
ユ

ト

は
三
ぼ
八
十
八
年
の
凶
荒
時
に
於
て
シ
ト
ヒ
ラ
ケ
ス
の
！人
た

.

C
.

し
も
の
、
如
 

彼
れ
は
穀
物
の
價
格
騰
貴
を
抑
制
ず
る
が
爲
め
に
穀
物
輸
入
業
者
に
對
し
て
聯
合
を
行

ふ
の 

.，許
可
を
穀
收
パ
賣

.業
者
，に

A

へ
た
る
の
觀
ぁ

y
;;,。

然

れ

ご

も

苟

も

買

占

粗

合

の

性

質

を

有

す 

る

も

の

は

法

の

禁

す
え
所
な
る
を
以
て
、輸
入
，業
者
は
訴
諷
，を
提
起
す
.る
に
至

れ

る

な

り

。

ジ 

シ
ア
ス
は
是
れ
等
輸
入
業
激
の
爲
め
に
其
の
演
說
を
想

草

せ

る
も
の
な
ね
。
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古
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財

政
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r

特
一
徵
；
ふ

し

’
て

觀

る

可

き

も
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は

主

た

る

收

入

を

外

國

の

貫

納

に

仰

が

ん 

:

:
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」

，
す

る

，
に

，
在

t

賢

明

な

.
る

，
政

治

家

圓

.

.ょ

，ハ

同

國

が

其

の

同

盟

者

に
.加

へ

つ

、

ぁ

る

橡

&

の
事
賞
を
熟
知

せ

，
り

。

而
も

彼
れ

等

は

是

れ

を
以

て

雅

典

靡

民
の
貧
闽
.に

ょ

も

て

a
む

を
得 

さ

る

に

，
至

ら

し

，

め
ら
，
れ

た

る

も
の
マ

,
思

惟

せ

ク
Q

ク

セ

ノ

ス

オ

ン

は

：賞

斯

ぐ

の

如

き

t

邀

.

I

を
以
て
前
揭
ま
典
の
收
入
增
加
策

j(//

す
へ

デ¥

ぶI I
l
p
s
u
i
s

を
草
せ
る
な

K
V
O而
し
て
彼
，
を 

以
て

.
®
れ
ぱ
前
述
せ
る
が
如
き
國
情
に
在
、る
雅
典
に
取
り
て
は

商̂
業
め
發
達

^1

哲
だ
に
其
の 

物
質
的
利
織
た
る
の
：み
な
ら

t

又
た
赃
會
的
政
治
的
利
霖
た
ら
し
な
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。

此
の

#

は

其

の
内 

‘：容
に
徵
し
て
、

第
百

0

六
オ
ッ
ム

.
tデ

I

ド

第

K

年
、即
ち
西
紀
前

.五
百
五
十

H

年

の
交
に
老
骑 

の
ク
セ
ノ

 

r
v

オ
ン
の
手
に
成
ム
し
も
の

ダJ

想
定
せ
ら
れ
，彼
れ
，に
及
ぼ
せ
る
恩
師
ソ
ク
ラ
-ダス 

の
影
響
最
も
薄
ら
ぎ
、實
隙
經
濟
學
者
流
の
興
味
最
も
强
大
な
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る
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業
繁
盛
な
る
時
は
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餘

！

切
の
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業
は
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に
滿
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る

も

土

地

が

荒
 

廢

の

狀

態

：に
委
せ

'ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
時
は
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條
の
業
務
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海
陸
共
に
始
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ご
停
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せ
し
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る

\
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に
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業
を
；以
て
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他
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技
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り
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る
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蘭 

言
し
，

(

0

§

, 

V, 

1
7
0
、

盤
業
は
最
大
な
る
閑
暇
ざ

.
肉
體
的
發
逵
を
與
へ
、而
し
て
君
主
&
森 

V
J

雕
も
，之
れ
に
從
事
す
る
の
價

.傲
あ
る

.
も
の
な
る
こ

プ
レ
を
主
，張
し

"
そ
は
凡
ゆ
る
截
業
中

t

も 

银
二
十
卷
，

(
I
r
l

四
®

魏
典
.國
の
收
入 

第

ト

ぷ

四

三

ぱ

！

_
:
=
J
.
,
_
.
=
:
> 

ニ 

-ニ
-こ
.
.
.
、
き
.
r
7
. 

リ

-

.

-

.

_

 

.

. 

. 

.

.
^
J
,
}
i
n
v
}
^
A
r

I
efミ
ね

ま-

ゆ

 

j 

I
.
.
- 

j
-
,
.
^
-
-
i
.
J

4
j
^
J
I
i,--

f 
,
 

-
 

-
 
- 

-
 

\̂
l!: 
M-
i
:つ
.，.
-
-

-
-

-
I.
 

-
-
- 
'

■

»

'



#
 

<
 
v«j»1k5
 
J 

v
v
h
i
j
t
l

鶴
二
十
卷

a
l

l
@

o

赖
典
國
の

t
入 

I 

,
,
,
, 

第

十

號

四
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‘‘.適
に

f

生

I

に
、且
つ

f

品

位

P

る
も
の
に

.し
て

，武

術

及

，び

韓

技

に

對

す

る

2

の
 

0

P

た

i

國
心
及
び

.疋
義

.の
觀
念
を
養
ふ
可
き
最
良
の
學
熱
た

v

g
し

て
人

K
同

S
こ

« 

す
る
厚
情

I

神
に

S
す
る
信
？

 

I

成
す
る
が
爲
め
に
最
大
の
便
：宜
を
與
ふ
る
も
の
な 

.パ：
r
:で

る

0

ぎ

V. I-I
ひ
.，

V
I
.
9

り
5

.

)

、ク
セ
ノ
フ
ォ
ン

.は
本
書
に
於
て
先
づ
第
一
.
に
雅
典
人 

力

自

己

の

國

±
よ

り

し

て

ナ

分

な

る

資

源

を

取

得

す

る

こ

ご

不

可

能

な

る

や

.否

や

を

考

察

せ
 

P
:
: 

I

人

に

し

て

J

て

自

國

の

資

源

を

以

て

支

持

し

，得

ら

る

可

し

ざ

せ

ぱ

•彼
れ
等
は

i
 

ち
に
其

S

乏
並
び
に
他
の
希
職
人
の
彼
れ
等
に
對
す
る
猜
疑
よ
ね
救
，濟
せ
、
ら
る
、
を
系
る 

:

な
る
可
し
。

這
股
の

I

の4
T

め
に
は
で
ッ

^
力̂
の
：國
土
は

I

に
し
て
、其
の
氣
候
は
思
和 

I

s
の
土

 

は
幾
多
の
，地

方

に

於

て

は

發

芽

す

る

こ

と

す

-ら

な

き

植

物

を

し

て

能

ぐ

果
賞
を 

站
ぱ
し
む

0

而
し
て
之
れ

I

ぐ
る
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亦
た
極
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て
幸
多
き
も
の
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落
す
る
産
物
の
み
な
、
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す
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遠
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す
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。
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し
て 
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^
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す

る
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4
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物

却

ぅ

T
耕
作
地
よ

-CN

も
、
避
か
に
多
數
の
人 

民

を

支

持

す

。：
ァ
ッ
：チ

カ

は

海

陸

の

商

業

に

對

し

て

最

も

惠

オ

，れ
た
る

.地
位
に
在
ら
。

加
之 

な

ネ

、

I

,
は
蠻
民
ざ
隣
接
ず
る
：こ

.
Vな
ぎ

.が

故

に

、他

.の

大

多

敷

の

國

.家
の
如
ぐ
、彼

れ

等
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て
惱

さ

る
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こ
ざ
な
し
。

(xenoph., 

D
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 vecti,

ゆ
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ク

セ

ノ

ス

オ

ン

は
斯

ぐ

の
如

<

孤V

の
天
患
を
擧
示
す
る
に
努
め
た
ヶ

i

雖
も

.
而
も
彼
れ
の
激
賞
せ
る
ア
ッ
チ
カ
の
土
®
は
旗 

述
の
く
、其の
住
：民に
對
し
：て十
分
な
る
食
糧
を
供
す
る
こ

 

<
レ

能
：は
す
し
て
、唯
典
人
は
第
ふ
、
 

世
紀
以
來
常
に

®

糖
栽
培
に
與
念
レ
ウ

.
A

ぁ
.

C
S

レ
な

.

C
N。

彼
れ
は
次
い
で
其
の
；

.國
，家

め

ユ

般

的

腐

利

を

增

進

し

、

S

民
を
扶
持
し
得
可
き
收
入
を
生
谈 

，
し

む

可

き

諸

策

を

提

す

。

，
第

一

、
は

居

®

外
人
に

®

す
る
も
の
に
し
て
、彼
れ
の
意
見
に
據
れ 

ぱ
、彼
れ
等
は
國
家
よ
タ
何
物
を
も
受
ぐ
る
こ
な
く
し
て
，自
活
し
、其
の
居
住
す
る
國
家
に

® 

し
て
大
な
る
利
益
を
與
へ
て
，而
も
赋
課
せ
、ら
れ
た
る

0

桃

Q
f
l
s
x
o
L
i

リ

を
支
拂
ふ
も
の
な
る
が 

故

に
、
ク
セ
ノ
ス
オ
ン
は
取

.

C
V

て
は
最
な
る
財
源
の

ニ

た
る
の
觀
め

る

な

P

O

是
れ
に

*

3

タ 

て
、彼

れ

等

は

組

、ら

ぐ

現

在

.に
於
け
る
よ
た
も
更
、ら
に
好
過
せ
ら
る
可
き
も
の
な
り
。

冗
し
て 

«

般
の
目
的
の
爲
め
に
は
、國
家
に
取

P

て
何
等

の

利

0

な
き
に
拘

.
、ら
す
、彼

れ

等

の

名

*

を
毀 

损
す
る
の
觀
ぁ
る
資
擔
並

.び
，市
，：民

ざ

相

並

ん

で

重

：甲

兵

ざ

し

て

出

陣

す

る

の

，義
.務
を
，免
除
す 

る
を
以
て
足
る
も
の

V

如
し
。
其
の
職

(
r
i
x
i
v
)

を
.離
れ
、其
の
家
族
を
離
れ
て
出
征
す
る
は 

彼

れ

等

に

取

り

て

苦

痛

大

な

る

の

み

な

、ら
す
、國

家

に

取
ク

マ

も

其

の

®

隊

が

^

在

に

於

け

祐
二
十
！
 ̂

(

ニ一

個
七
ゾ
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激
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力
i

ぐ
タ
チ
ィ

K

人
、フ
ジ
ギ
ア
人
、シ
ソ
ア
人
及
び
其
の
他
の
非
希
臉
人
ょ

.

C
S

成
る
は
決
し
て 

ポ

i 

l

^

t

然
れ
と
も
他
方
に
於
て

®
 

が
外
國
人
益
に
享
有
す
る
を
適
當
す
る 

，他
の
抽
權
に
は
彼
れ
等
を
し
て
參
加
せ
し
む
可
き
も
の
な

.

C
.。

當
時
外
人
は
騎

S

ょ
ら
徘 

條

t

れ
つ
、
あ

t

が
、ク
セ

ノ
フ

：4

ン
は
彼
れ
等
を
し
て
之
れ
に
參
加
す
る

こ

ざ

を
得
せ 

し
む
る
は
，彼
れ
等
を
し
て

f

に
®

し

て

j

層
忠
冀
な
ら
し
む
る

i

s

市
を
し
て
？
 

7

ヴ

大

な

、ら
し
む
ふ

®

ぶ

な

p

y

觀
た
/

(

o
f
.
, 

x

f

 

c
h
„

 

I
X
.

 

V
i

 

r

ク

セ

ノ

ス

オ

ン

は

X

で 

市
壁
內
に

#

す
る
®

地
を
滿
す
が
爲
め

I

れ
に
家
屋
の

i

を

中
：請
せ
る
者
に
し
て
斯
ぐ 

2

 

1

棚

を

享
？

る

の

資

格

あ
る
も
の

ご

看

做

さ
る

、
時

は
、之

れ
に

土

地

を

K

得
す
る 

の
H

ふ
！H

-

し
I

張
せ
ぇ
是
れ
に

t

て
S

な
る

外

人

は

I

に
称

住

す

る

こ 

ハ
""

す

ー 

.

至
ダ
，

ダ

-
p
し

彼

れ

は

又

た
孤

兒

の，保

謎

赏

に

等

し

き

居

留

外

人

の

2

窗

(

1

1

ま

：I

命
し
、I

數

©

外

人
S

S

る
？

 

■

を
與
へ

ん
を
提
彼
れ
は
是
れ
一
に
依
り
て
安
住
の
地
な
き
總
；へ
て
の
者
は
切
に

1
A

こ
 

，す

イ

せ

/

こ

5,」

を
求
め
®
ぐ
て
又
た
公
收
入
を
播
加
す
可
さ
も
の
ヒ
觀

た
り
。

(

ロし

ドす

：k 
び

-

ft?

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
は
更
、ら
に
語
を
進
め
て

.日
ふ
.
#
典

が

通

商

上

享
有

す

る
.利

.

.
盤

は菅

だ

に

其 

の

有

利

な

る
地

位
，其

の

宏

壯

，に
し
て

安

全

な

る
要

港

を

有
す
る
の
事
實
の
み
に
歸
せ

、
ら

る
可 

き

も

の

に

非

す

し

て

、又

た

其

の

鎭

貴

の

優

秀

な

る
よ
シ
生
す
る

も
の
な

り
ビ
。

彼
.

.

よ
i 

が
內

S
I

價

僻

を

有

せ

：ざ

る

可
ら

ざ

る
を

以
て
、載

論

の：偷

地

き
無

き
所

i

認
め
た
る
も
の 

ぐ
力V

ぐ

i

も
銀
は
其
の
貸

#

ざ

し

て
の
職
能

W

等
し
ぐ
ポ
た
其
の
律

」

/し
し
て
の
用
遂
に 

-
V

て
兆
の
價
做
に
影
響
あ
る

こ
ざ

を
認
め

た
.
：，。

彼
れ
は

又
た
國
際
貿
易
上
に
於
け
る

銀 

の

f
tむ
を

®
が

七
，

C
S

即
ち
ク
セ

ノ
ス
ォ

ン
の
意
の
狂
る
所
は
、雅
典
の
！！货
は
國
外
に
於 

施

M

す
る

こ

ざ
な
し
ど
雖

A

そ
は

如
：何
な
る

他
國

の
鋳
貨

よ

ム

も

純

^
^
に

し

て
ポ

つ
て

其 

中
に

新
分

の
.泥
入

多
き

凡
ゆ

る

他
の
銀
の
同

一
量
よ

ね
も
其
の
價
値
大
な
る
も
の
あ
る
が
故 

に
.國
外

に

於

て

之
れ

よ

&

も
大
な
る

®

僻
を
有
す
可
き
も

g

な
> 

i

s
ふ
に
存

す
。
蓋
し 

典
織
，
の

j

定

M

は
同

一
:

純
分

を
有
.す

他

の
銀
の

J
.

定
貴
よ
り
も

正

货
ざ

し
て

足
ら
に
大 

る

®
航
：を
有
す
る

こ

’と

不
可
能
な

る

可
き

が
故

な

i
 

9
k

l
,

'

は

.
ク
ャ
ノ
フ
ォ
ン
は
义
た
賈
の
發
達
を
来
さ
し
む
る
が
爲
め
に
下
の
，如
き
二
葉
を
提
唱
せ 

h

^

o即
ち
一
は
貿
易
に
剛
す
る
維
ベ
て
の
訴
諷
對
し
て
最
も
急
速
：

.且

つ

：
公

平

な

，
る

判

決

を
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下
せ
る
商
事
载
判
所
の
制
事

S
 
i 
f

f
 

6‘3

に
對
し
て
褒
賞
を
與

i

ん
す
る
も
の 

に

し

這

般

の
提
葉
の
目
的
が
其
の
後
月
次

K

譲
の
誘
入
に
ょ
り
て
有
效
に
取
得
せ
、ら
れ
た 

る
こ

5̂

吾
人
の

t
e述

せ
：.

る
所
な

P
ゾ

他
は
其
の
多
數
の
船
舶
及
び
多
.量
の
貴
物
を
職
典
に
輸 

に
致
し
て

IISl

國
に

M

献.せ
：：

る

商

人

及

び

船

生

に

對

し

て

特.殊
の
名
譽
を
與
へ
、市
の
響
應
に
招
徒 

せ
ん

4」

す
る
も
の

な

ぇ

愈
々
多
數
の
外
人
が
服
典
に
移
住
し
、又
た
冰
認
す
る
時
は
愈
々
多 

ほ
‘の
商
貴
が
，輸

'入

、
輸

，
出

，

®

賣
せ
、ら
れ
、愈
，々
多
額
：の
所
得
は
生

.せ

し

め

、ら
れ
、愈

々

多

額

の

買

税
 

は

收

受

せ

、ら
る
、

に

至

る

可

し

。

S

ぎ

ず

〔

ぎ

T
i
h
t
o
y 

i
、
のw

r
i

 

E

 

I
 

i
K
T
L
i
l
m
o
c
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I
, r

t
s

m
w

 

ぁ
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S
§

o
c
p
o
p
d
l
T
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K
a
i 

£
4
0 
一

急

.

)

。

((£, 

H
i
e
s
,

 

ix. 

9
.)。

斯
ぐ
の
 

％ 

き

.
^

入
の

®

加
を
来
さ
し
む
：

.9,

が
爲
め
に
は
單
に
宽
仁
な
る
法
制
ご
厕
到
な
る
管

a 

を
要
す
る 

の
み

.に
し
て

"其
の
以
外
に
何
等
の
失
盤
を
必
婴
ざ
す
る
こ
ヒ
な
し

。

(
D
e

 

victig., 

i
Fレ6

,)。

然
れ
ご
も
ク
セ
：

V

ス
り
オ

‘シ：は
彼
れ
の
提
唱
す
る
他
め
收
入
墙

.加
策

.を
®
施
す
る
が
爲
め
に 

は

.

I

走
の
資
本
投
を
；要
す
：タ
こ
を
認
め
た
ム
。.
而
も
彼
れ
は
是
れ
ま
で
海
陸
東
の
維
持 

の
爲
め
に
頻
々

ざ

レ

て
課
税
せ
：、られ
、其
の
支
拂
へ
る
金
額
を
间
牧
し
得
ざ

る

に

拘

.ら
t

國
家 

に
對
し
て
利
錄
ビ
德

.る
可
き
何
等

.確

賞

な

る

豫

，想

な

ぐ

し

t 

‘多

额

の

貧

僚

を

費

消

せ

る

«
，典

r
r

■l
.
J
_

.し.

レ..

<
u
r
.I?；

人
は

愛

に

提

旧

せ

、ら

る
、
が

如
き

計

肅
に
對
し

て

欣
然

買

納
を
行

ふ

可
き

こ

ざ

を

確

信

せ

6 

:

而

し
て

彼
：，れ

の

提

唱

す

；る

所

の

も
の
は
、

船

員

の

棺

泊

の

爲
め
に
は
滩

の

周

圓

に.、商
人

の
爲 

\

に
は

5

に
便

宜

な

る

®

所
に
♦
公

設

旅

®

を
，播

設

し
，®

?

来
訪
す

る

總

べ

て
の
者
の

等 

，
に
も

之

れ

を

行

ひ
，ピ

レ

f

ク
ス

及

び

市

庇
内
に
小
賣
商
人
の
爲
め
に
店

傭

を

雖

設

し

て

，
®

に
市
の

美

網

た
ら
し
む
る
の
み
な

&
す
、
著
し
ぐ
其
の
收
入
を
墙
加
せ
し
め
、國
有
商
船
を
購 

し
て
十
分
な
る
保
晴
を
提
供
し
得
る

者

.に
之
れ
を

.货
出
す
に
存
す

0

而
し
て
著
者
は
斯

ぐ 

r 

す
る
利
潜
が

I 

C
Z

三
才
、ボ
タ

Qcp

襄

。1
3 

.に
達
す
可
し

V」

想
像
せ
シ
。
斯 

の

*

S

き
は

’13;

に
船

；̂
 

®當
資
其
れ
に
稍
當
す
る
も
の
な
ム

J

即
ち
十
ミ
ネ
を
挪
ひ

え 

る
者

は
約

ニ

制

(

§

f
 y 
4

1
 

i、T
I

T
i

x

三

w

六
十

日
に

*

し
て
は
正

‘ 
®

に

：r
H \
十

ド
，， 

ッ
ク
メ
を
收
受
す
可
ぐ
，五

i

を

*
 

a
込
め
る
者
は

H
分

の

一

以
上

(

§

1

i

f

3

f
 

得
す
る
こ

.ビ

.

.處
る
可
し
。
然
れ
ご
も
人
民
の
大
多
數
は
各
自
一
ミ
ナ
を
，ま
*
ふ

時

は

一
 

年

に

し
：て

略

々
其

の

元

本

を

S

し
得
可
し
。

而

し
て

彼

れ

等
は

®
典

國

外

に

出

づ

る

H
； 

ぐ
し
て

此

の

t
:に

於

け
る
跟
も
安
全
に
じ
て
永
織

的

な
る
投
資
の
方
法
を
有
す
可
き
な

i
 

外

國

人

ざ

雖

も

亦

た

其

の
出
資
に

.m-
c
^

て
維

典
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對
し
て
寄
附

爲

を

行

へ

る

f
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て
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冗0

く
其
の
劳
名
を
厳
し
て

.後

世

に

傅

へ

、ら

る

V

ざ

せ
ぱ
•耿

て

出

資

を

僻

せ

ざ

る

可

し

。

而
し

て

外
國
都
市
、國
王
、君
主
及
び
太
守
も
亦
た
斯
ぐ
の
：如
き
名

®

に
與
ら
ん
こ

'
 

W
Vを
欲
す
る
な
る
可 

し
。

(

b
e vc

c
t
i
g
.
"

ユ
1
.
.
7
,
1
2

,
づ

十
：

S L
.
.
.

此
の
パ

》S

文
中
に
在
，つ
て

®

も
精
細
に
論
述
せ
、られ
た
ろ
部
分
は

.銀

坑

に

刷

す

る

•箱
四
章 

な

t

ク
セ
ノ

'

フ
ォ
ン
の
意
見
に
據
れ
ば
、

®

典
の
鎭
挑
は
無
盡
藏
な

P

。

彼
れ
は
日
く
、銀
坑 

の
み
に
て
も
耳
し
ぐ
管
理
；せ
、ら
る
、
時
は
、凡
ゆ
：る
他
の
部
門
の
收
入
の
外
に
、國
家
に
對
す
る 

絕
大
な
る

‘数

庫

た

、ら
し
一
む
る
を

0

可

し

も

是
れ
等

.の
銀

-お
は
.太
古
邀
遠
の
時
代
ょ
り
採
掘 

せ
ら
れ
た
り

-

雖̂
も
而
も
之
れ
ょ
ぅ
掘
り
出
さ
れ
て
地
上
に
賴
み
上
げ
、られ
た
る
嫁
洋
の

£ 

i
i

末
ム
採
掘
せ
ら
れ
ー
や
し
、，で

銀

織

を

含

有

す

る

£

唆
に
比
し
て
極
め
て
小
な
る
も
の
に
⑩
ぎ 

ま

賞

に

：銀
坑
を
豐
：當

ぐ

：含
；：

有

せ

る

地

城

は

其

の

雜

圍

を

減

少

す

る

こ

る

な

ぐ

、.
^
々
球
掘
の 

進
む
に
雄
れ
て
愈
々
娥
大
せ
ら
れ
つ
ゾ
ぁ
る

‘な
な
。
而
し
て
最
大
多
數
の
：勞
働
者
が
鎭
山
に 

於
て
作
業
し
つ

\
ぁ
り
し
際
に
於
て
も
，彼
れ
等
の
總
ベ
て
と
對
し
て
十
分
以
上
の
仕
事
の

# 

在

を

觀

た

現

時
，に

於

て

は

又

ね

鎭

山

に

於

け

る

.奴
難
所
有
者
は
孰
.れ
も
其
の
數
を
減
少

I

«■，！

II

す
る
こ

V
J

な
ぐ
し
て
，却
つ
て
其
の
力
の

限
.：：S

絕
え
す
之
れ
を
塘
加
し
：つ
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ゐ
る
な
も

。

~ 

.
シ

數

の

人

々

が

採

掘

断

査

に

從

事

し

つ 

> 

ぁ
る
際
に
は
、發
掘
せ
ら
る

 

> 
财
寶
亦
た
少
な
き 

多

數

が

；使

用

せ

.
bる
：>
際
に
は
、發
掘
せ
ら
る
、
银
鎭
の
高
は
遙

か
に

大
ご
爲
る
。

是

に

於 

乎
を
人
の
タ
悉
す
る
佛
，ベ
て
の
企
業
中
に
ゥ
て
何
人
も
其
の
作
業
を
擴
張
す
る
き
を
姨

禍，て

す

：
る'」

、

」

，

き

も

の

は

阿

り

.
®
業
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る
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み
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1
1

4,

'
^
o

ク
セ
ノ
ス
オ
ン
は
經
濟
：的
生
産
が
確
然
た
る
限
界
を
有
す
る
を
知

.
々
、企
業
の 

ザ
る
こ
ご
を
敎

f

た
"
^
。
總
ベ
て
農

S

を
有
.す
る
裁
は
鶴
聯
の
牛
及
び
幾
人
の
勞
働
蒋

I
 

% 

r

—

 

»

■

■

■
 

I

の
所
有
地
に
取
々
て
充
分
な
る
可
き
か
を
知
る
を
得
可
ぐ
，而

レ

て
彼
れ
等
は
必
婴
以
上
を

の

i 

I 

达
る
を
以
て

®

®

ざ
觀
る
。
然
れ
ご
も
ク
セ
ノ
ブ
オ
ン

！

^
飽
ぐ
ま
で
も
銀
を
以
て

這
般

の
A ：=3C

に
#
し
て
か
外
ご
し
て
立

つ

も
の
な

P 

認
め
た
り
。
即
ち
日
ぐ
、銀
充
業
に

て
は
總
ベ
て
の
企
業
家
は
常
に
勞
働
者
め
不
足
を
感
じ
つ
、
ぁ

& ,,

レ

稱
す
。
蓋
し
銀
坑
業

於
て
は
他
の
鹿

® 

V」

事
情
相
異
れ
る
も
の
ぁ
る
が
故
な
ら

0
.
銅
微
治
の
存
在
多
き
に
過
ぎ
，

サ
の

f
t格
低
廉
ピ
お
る

.⑩
は
彼
れ
等
は
破

M

を
免
れ
ざ
：る
可
く
、鎭

0

職

に

就

い

て

魄

る

も 

竺

蓋

(

1
ニ
五
§

驅
版
掛
の
收
入
 

第

-

i

 

£

其亦 銅 に 於

ね

b

おぉ：

だ

..

：. 

I

I

I
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幾典國の收入
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?

 ̂

.

五ニ
 

た
同
檢
な
り
。

又
た
穀
物

-及
び
酒
が
膝
多
に
し
て
れ
の
獨
格
低
落
す
る
：時
は
，處
業
は
有
利
な 

、ら

.ざ

る

に

至

な

、多

數

の

，農

®

は
土
地
の
耕
作
を
廢
し
て
、商
業
若
し
ぐ
は

.填
金
業
に
走

-

=v、

又
た 

‘

は
•旅
解
を
經
營

す
る
に
ま
る
可
し
。

然
れ
ご

も

銀
坑

の
場
合
に
於
て
は

V
銀
織

の

發
掘
せ
.̂
る
 

、
と
愈
々
多

‘，ぐ
、而

し

て

银

の

抽

出

せ

.ら
る
、
こ
ざ
愈
々
多
量
な
る
に
從

.ひ
、其
の
ぜ

®

に
從

iiii 

,

‘：：

す
る
寧

 

ゆ
に
一
家
の
使
用
に
取
り
て
.斷
に
十
分
な
る
家
具
を 

取
；
せ
る
ポ
は
®
て
お
の
以
上

を

購
入
せ
ん

マJ

す
る

，」

ざ

な
か
る
可
し
ビ
雖
も
、而
も
！̂
人
も 

来
た
銀
の

.
墙
加
を
希

3
1

せ
ざ
る
ま
で
に
其
の
多
額
を
所
有
せ
る
索
な
ぐ
、而
し
て
若
し
成
る
人 

々
が
過
剩
の
銀
を
々
し
た
り
々
せ
ぱ
、彼
れ
等
は
之
れ

を

貯
藏
す
る
に
由
ぅ
て
、之
れ

を

使
用
す 

-

.
る
，

に
.譲

&

ざ
る
満
足
を
感
す
；

^
,き
な
、り。

仰
ほ
社
會
が
繁
盛
な
る
際
に
は
、人
々
は

銀

を

要

す
 

る
こ
ざ

極
め

K

大
に
し
て
，彼
れ
等
は
之
れ

す

立
派
な
る
武
器
、良
愿
，宏
壯
な
る
®
宅

及
び
家
：具 

.

.，

.を

取
得
す
る
が
爲
め
に
投
毅
す
可
く
、婦
人
は
又
た
高
個
な
る
衣
服
及
び
貴
®
な
る
裝
偉

品
を

.

. 

'

切

望

す
る

な

る

可

し

ノ

之

：れ

に

反

し

て

社

會

が

，ロ

作

f
i
?

レ

く
は

戰

锁

に

山

.
^
，
て

窮

乏

せ

る

際
 

に

於

て

は

彼れ

等
は

贫

糧

を

購

，
入

し

，、

®

ハ
隊
に

.對

し
て
支
拂
：ひ
を
行
ふ
が
爲
め
に
货

*

を
！
 

す
る
こ

"
/し一,

層
大
な
る
可
し

0
;
ク
セ
ノ
ス

.

.オ
ン
は
金
も
亦
た
銀

V)
等し
 

< 
有
用
な
る
を
認

.

海
^
^
-
^
^
^
^
^

,、- 
S

せ
‘
り

ビ

雖

も

、而

も

彼

れ

.は

金

が

多

贵
に
，
現

.る
、
時
は
其
の
僧
値
は
下
落
し

.銀
の
權
格
は
騰

J 

せ
し
め
、ら

.：

る
.

.

の
事

a

を
知
れ
り

0.

彼

れ

が
斯
く
の
如
き
說
明
を
行
へ
る
所
以
の
も
の
は
、銀 

0

減

&

し
、銀

價

消

減

す
る
が
加
き
こ
は
絕
無
な
る
可
き
が
故
に
、凡

ゆ

る
企
業
家
を
し

て

安 

ん
じ
て
出
來
得
る

限

-
V

多
：數

の
勞

働
者
を
銀
坑
に
送
り
、

安

ん
じ
て
其
の
作
業
.を

待

續

廣

張
せ 

し

め

，：
ん

ビ

す

る

に

®

P

O

而
も
彼
れ

ゲ

以
て
觀

れ
ぱ

r
t家
は
単
ぐ
旣
に

.這

個

の
事
實
を
知
悉 

せ

，る.も
め
、
如
ぐ
，織業
に
，

從

事
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
外
人
は
總
ベ
て

市

民

に

等
し

.

T.

條
件
を 

以
て

.9T
d

ミ
i

s

l

.

即
ち
收
盤
の
二
十

®

分
の

1

を
支
拂
ひ
て
採
掘
の
許
可
を

得
つ 

> 
ぁ
 

る
な

*
。̂

(

&
ト)

5>
p)

バ

(cf, 

Suidas,

身
を

y  

y:,££rcu/?y'<^//cso

ク
セ
.ノ

，ス

‘.
オ
ン
は
更
、ら
に
龍
を
進
め
て
、是
れ
等
の
纖
饥
を
し
て
國
家
に
取
り
て
厳
も
有

^
 

な
ら
し
む
る
が
爲
，めに

M

如
何
に
之
れ
を
經
營
す
可

.き
か
を
述
ぶ
，
國
家
が
其
の
市
：民
た
る 

幾
，多
の
伸
人
に

.し
て

，®
 

U

業
に
ょ
タ
て

.其

の

當

を

政

し

つ

、
ぁ
る
を
見
：な
が
ら
，其
の
例
に
儉 

は
ん
と
ぜ
ざ
る
は
ク
セ
ノ
 ：

ク
オ
ン
を
し
て
奇
ぜ
の
威
を
抱
か
し

.
む
る
所
な
ら

.

這
般
の
問

®
 

に
典
味
を
有
す
る
溝
は

4

 

.ヶ

.ラ
ト
ス
の
子

i
!

キ
ア
ス

が

發
つ
て
銀
挑
に
於
て
使
役
せ
、ら

る
> 

1

千
人

.の
奴
織
を
有
し

T
g
,

し
て

一

人

.に
就

.
き
總
ベ

T

の
費
用
を
除
き
、

I

日

j

オ 

'ポ

u

ス
の
契 

§
!

友
 

C
I
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i
:
五〕
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態

 

i

 

a
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i
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I

Ŝ55r

に
て
之
れ
を
ッ
ラ
キ

r

人
ソ
シ
ア
ス
じ

®

出
せ
る
こ

V
/
J

を
聞
け
る

.
な
る
可
し
。

じ
ッ
ポ
ユ 

ロ
ス
も
亦
た
同

一
方
法
を
以
て
六
ぽ
人
の
奴
織
を
貸
出
し
、

j

日

一

ミ
ナ

g
r

純
牧
入
を
得
た

A
 

而
し
て
ヒ
レ
チ
ユ
ィ
デ
ス
は
三

*1

人
を
有
し
、
！
日
半
ミ
：
.
ナ

を

享

得

せ

ム

。

而

も

'過

去

の

®

史 

を

粮

ふ

る

ま

で

も

な

ぐ

、
現

，在

：
に
.
於

K

多
數
の

*

山

勞

働

：
者

は

同

一

方

法
ぞ

以
て

H

出
さ
れ
ウ 

〜

ぁ
る
な
而
も
國
家
は

' j
人
の
維
典
市
段
に
對
し

S

人
の
割
合
爲
る
ま
で
國
有
の
.奴
 

H

を
所
有
し
、凡
ゆ
る
他
の
國
有

.

S
產

即
.ち
神
に
献
输
せ

.ら
，れ
た
る

±

地

及

び

建
物
並
び
に

，& 

桃
徵
收
權
ざ
等
し
ぐ
相
當
な
る
保
瞪
に
對
し
て
之
れ
を

':,貸
出
さ
ぱ
，永
續
的
收
入
を
獲
得
す
る 

を
得
可
し
。
，
祖
桃
の
徵
收
を
：請

.負

へ

る

者

は

國

家

ネ

ゥ

奴

腺

を

借

入

れ

た

る

：激

よ

.
^
も
國
家 

を
欺
赚
す
る
こ

ざ
播
か
に
容
易
な
る
可
し
。

即
ち
國
家
に
屬
す
る
貴
艘
が
私
有
貨
將

ゴ 

同
ニ
な
る

場
合

に
於
て
は
，

吾
人

は

如
何
に
，し

て

公

金

の

竊

取

を

看

破

す

る

i

を

得

可

き

か

。

然
れ
.ご

も
國
有
の
奴

t

に

官

印

を

：路
し
，而

し

て

之

れ

を

寶

却

し
若

し

ぐ

は

輸

出

す

え
者

に

刑 

前

を

料

す

.る
時
は
、誰

か
能

ぐ

お

れ

を

竊

取

し

得

.可
き
。

而

し

て

吾
人
ぱ
是
れ
等
國

.有

の

奴

棘 

を

仏

入

る

可
き
十

分

な

る

企

業

家

の
存
す
る
や
否
や
を
危
惧
す

る
の
耍
な
し
。

即

ち

t
e
に
私

有

の

奴

織

を

使

用

しっ
、

ぁ

る

織

業

家

の

多

數

は

尙

ほ

作

業

の

條

地

大

な

る

が
故
に
、國
有
奴

- 

-
.
.
-
-
-
-

 

-

 

.

 

■

 

■

 ,

 

■

.

織
を

®

入
る
.可
く

、

懷
山
奴
織
の
多
數
は
漸
次
老
衰

し

、

又
た

，⑧

體

的

勞

働

を

欲

す

る

こ
ビ
な
く

- 

又
た
は
之
れ
に
堆
ふ
ろ
こ

>
」

な
き
他
，の

雑

典

人

及

び

外

國

人

の

多

敷

は

企

業

の

管

理

者

ざ

し 

てS
t

刺

的

勞

働

に

よ

&
:て
、生

活

せ

ん

こ

ざ

を

欲

す

可

き

が

故

な

ゎ

、

(ibid., 

I

ャ2
2

箸
者
は
次
い
で
、國
家
が
先
づ
；

一

千

1
1

百
人
を
購
入
す
る
時
は
恐
、ら
ぐ
五
年
乃
至
六
年
の
明 

に
之
れ
よ
り
生
す
る
利
潤
に
よ
も
て
奴
織
の
數
は
六
千
入
に
樓
加
せ
し
め
、ら
る
、
を
得
可
し 

ざ
儉
せ
ぐ
此
の
六
千

A

を
總
ぺ
て
め
經
費
を
控
除
し
、

！

人

I

日

！

ォ
ポ
ラ
ス
の
制
合
を
以 

V

貸
出
す
時
は
一
年
六
十
タ
ラ
：ン

.ト

ン

の

收

入

，を

生

す
る

W
U至
る
可
し
。

(

即
ち
此
の
評
算
は 

、一

年
を
三
百
六
十

0 

傲̂
せ
る
も
の
な
り

)

而

し
ア
若
し
是
れ
等
の

金

湖

の內、

.一
1

十クラン 

ト
ン
を
新
た
に
奴
織
を
購
入
す

.る
の
資
に
充
つ
る
が
游
め
に
貯
織
す
る
も
の
ざ
せ
ぱ
，國
家
は 

r
a十

タ

，ラ

ン

ト

シ

を

其

Q

必
要

>
A
j

認
む
る
用
途
に
充
用
し
得
可
し

0

奴
！！

の
數
、
！
萬

人

に

揉 

加

し

た

る

、時

は

國

家

に

.取
り

て

j

年

」

ぼ
タ
ラ

.

.ン
ト
ン
に
達
す
る
永
續
的
收
入
生
せ
し
め
、ら
 

る
、
に
至
る
可
し
。
然
れ
ご
も
國
家
が

.jsf

れよも遙に多數の

奴
！！

を取得し丑つ維持
 

し
得
可
き
は
デ
ヶ
レ
ァ
の
戰
爭
以
前
に
於
て
奴
織
よ
ゎ
生
じ
た
る
收
入
の
高
に
，據
て
明
か 

なム。，即ち
ぺ
ポ
ン
ネ
ソ
ス

®

役
の
第
十
九
年
に
於
け
る
？
ヶ
ダ
ふ

：

モ
ン
人
の
デ
ヶ
レ
ア 

箱

二

十

翁(
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霧
國
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收
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t
u ®

は
雅
典
の
奴

織

二

萬
を

し

て
其
の

敵
に
走
、

ら
.し

め

た

る

を

以

.•て

な

s

o
 

■
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一

’

ク：

セ

ノ

ス

ォ

ン

，は

を

，ほ

織

分

摸

头

の

‘.危

臉

存

す

可

き

新

作

業

を

最

も
安

全

に

開

始

せ

し

む
 

可

ぎ方
：；：：

が

提

ザ

し

f
t可
し

V
J

思
惟
せ

i

蓋
し
這
般
の
危
險
は
多
數
の
個
人
を
し
て
國
家 

よ
な
新
鎭
坑
を
購
入
す
る
を
週
：疑
せ
し
む
可
ぎ
が
故
な

b
。

即
ち
彼
れ
は
單
®
な
る
個
人
を 

し

，
て

這

，
般

の

危

臉

に

：
遭

遇

す

る

ニ

ど

な

：
か

&

し
む
る
が
爲
め
に
、*
典

の

十
離
族
に
同
數
の
奴 

.雜
：も

M

充
て
、各
種
放
を
し
て
新

*

坑
を
開
盤
せ

し

め
、全
種
族
を
し
て
共
同
に
發
掘
の
結
架
を 

荷
は
し
め
ん
こ

W

を
提

S

せ
.
^
。

而

し

て

彼

れ

は

過

去

の

經

驗

に

徵

し

て

總

ぺ

て

の

試

掘

が
 

悉
ぐ
央
败
に
隙
し
、ホ腐
族
が
孰
れ
：も皆
な
不
成
功
に
終
る
が
如
き
.こ
は
ぁ
り
得
ざ
る
も
の 

ご
：
nル
ザ
：せ
.り

彼

れ

は

叉

た

ポ

人

が

此

の

®

の
組
合
を
組
織
し
、其
の
述
命
を
共
に
す
る
に
由 

b:

て
其
の
企
業
の
，危
臉
を

®
棘
せ
し
む
る
を
得
！

^

し
.̂做
せ

り

0

斯

ぐ

の

如
き

施

設

は

後

に 

.さ
り
て
：揮

‘冗
せ
、られ
た
，る
も
め
な
ら
。
而
し
て
，著
者
は
斯
ぐ
の
如
ぐ
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
る 

，公

圓

體

が

私

企

紫

ボ

の

利

：5
|

を

脅

し

，若

し

，ぐ

は

私

企

業

者

が

公

圓

體

に

0

害
，
を

與

ふ

可
さ

を 

危

供

す
る

.

の

要
な

き

も

の

觀
た
.
b
,。

却

ゥ

て

戰

揚

に

；於

け

る

同

：盟

裁

が

其

の

相

互

の

懷

助

に
：
依
-

て̂
助
勢
せ
ら
る
、
が
如
ぐ

i

ベ
.て
の
稱
類
め
企
業
者
が
織

'業：，
に
從
事
す
る
こ
愈
 々

多

け
れ

S

其
.

の
.受
.く
る

.收

.益

及
び
，之
れ
よ
み
生
や
る

利
#

は
愈
々

★

な

る

可

し

(

I
.
, 

2
3
-
2

5
,

5
0
-
3
2
.)。

‘：：
次
い
で
ク
：セ
ノ
ス

 

>
 
ン
は
所
要
；の
貫
納
の
額

‘
*
太
に
レ
て
、旦
つ
多
數
の
奴
»
を
購
入
す
る 

の
必
要
上
：其
の
品
質
を

'低
下
し
、

®

格
を
騰
貴
す
る
に
至
：ら
し

.む
可
き
が
故
に
、是
れ
等
家
屋
の 

墓
欽
船
舶
の

.致
造
及

‘び
.奴
.誠
の
購
入
等
の
諧
計

f
t 

0 
0

.

ベ
て
を

.同

時

に

企

，圖
す

る

を

以

て

不 

得
策

i
 

0

た
ゥ
。
是
れ
に
反
し
て
這
網
の
も
の
が

.m

 3
T

的

に

職

行

せ

、ら

る

\

な
ら
ぱ
、I

の
計 

H

よ
'
-

C
V

生
じ
た
る

.利
，■

は

：
他

，
の

計
0

の

賞

施

に

‘
充

當

：
せ

：
、
ら

る

V
 4

}
#

可
し
？

然
れ
ご
も
，這

！
： 

の

職

，
哉

：
に

：
際

.

し

て

徵
：收
せ
ら
れ
ね
る
，財
産
桃
は

.國
，家
の
財
：源
を

‘個
'竭せ
し
め
た
る
を
以
て
個 

人
よ
ぐ
し
て
何
等
の

'貢
納
を
も
収
得
し
得
ざ
る
も
の

.ざ
想
像
せ
ざ
る
を
得

f

レ

ず

る
.も
、次
年 

度
に
對
す
る
行
政
の
費
用
：は
姚

‘和
前
に

.於
け
る
が
如
ぐ
，比
較
的
少
額
の
收
入
：よ
り
，支
辨
せ
ら 

る 
> 

を
得
可
ぐ
、且

つ

又

た

平

和

：W

居
留
外
人
及
び
商
人
に
對
し
て
加
，へ
ら
れ
た
る
注
意

W

賀 

易
，の

' 改
善
、ビ
に
よ
れ
て
生

4

し
め
ら
れ
た
る

•餘
剩
は
是
れ
等
の
企
圆

.に：充

‘當
せ
ら
る

、

を
.得 

可
し

"

道
般

-の
計
肅
は
：又

.た

.戰
勃
發
の
爲
め
に
無
，效
さ
爲

.
る
こ
ざ
あ

.：ら

ざ

る

可

：し

。
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能
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I

五
八

是
れ
等
の

.許
肅
，に

し

て

行

は

れ

ん

6

^

の

敵

に

取

て

！

層
偉
臉
な
る 

も
の
ふ
爲
る
可
き
が
故
な
ら
。
即
國
家
は
人

.
R
.の
m

加
に
據

4

海
陛
举
の
數
を

&
T

W

す 

る
を
得
る
な

6

0
鎭

；恍

は

旣

に

：
ニ

筒

所

め

要
'塞
：に 

'ょ
ら

て

防

備

せ

ら

る

、

も
、更

&

こ
其
の
い 

.間

に

第

！11

の
要
寧
に
し
て
建
設
せ
、られ
ん

S

敵
，の

i

 ‘
に
際
し
て

奴

：織

隊
は

悉

ぐ
是
れ
等 

ニ！要
塞
の

一

に
立

.て

.，

m

る
を
得
可
し

0

加
之
な
ら

t

®

,坑
.は

其

，
の

位

置

ざ

食

糧

，を

取

得

す

る
 

の

困

難

に

ぬ

ク

て

敵

.
m
lの
襲
來
を
受
ぐ
る
の
倍
臉
極
め
て
少
な
か
る
可
し
。

(

£
a
*
, 

3
4
-4
8
,)。

最

後

に

國

家

は

箭

だ

に

奴

f

貸

出

に

由

り

.3

 

.
の

收

入

を

，辦

-
K

し

得

る
の

み

な

、ら
す
、織 

坑
..の

附

近

に

居

住

す

る

者
一
の
樹

加

に

由

て

市

揚

、國
：有

家

屋

滅

鎭

爐

及

び

其

の

他

の

嚴

源

t 

6

多
額
の
所
得
を
舉
ぐ
：る
を
得
可
し
。
而
し
て
其
の
附
近
の
土
地
は
雅
典
市
の
周
圓
の
土
地 

.ざ
等

し
ぐ
：

大
な

る

價
館
を
取
得
す
る
に

.至
る

可
し
。
加
之
な

ら
す
，國

民

は

國

富

の

植

加

に

ね 

り

て
溫

S

順
に
し
て
旦

0 
S

 

I

る
可
し
。

即
ち
彼
れ

S

 

I

?

?

於
け
る
敎 

辨
衛
戌
の

義
務
、

役

等

に

，對

し

て

日

.當
を

收

受

す

冗

き

が

故

な

ら

。

9
f 49,5

ど

。

0

ょ

.

T
N

斯

ぐ

.の

.

ク
セ
ノ
ク
オ
ン
め
提
案
の
全
部
は
其
の
目
的
を
達
成
す

可
き
可
ぐ
险 

を
有
す
る
も
の
に
非
す

0

先

，
：
づ

第

一

に

被

れ

の

.
計

盡

じ

從

へ

ぱ

、
各

相

の

，
雅

典

人

は

政
,,

，
よ

ら

H

人
の
奴
織
を
借
入
れ
、其
の
動

‘
務
の
代
價
を
國
，家
に
支
拂
ふ
こ

ざ

\

爲
る
：可
し

"

私
有
の
，奴 

.
鎌
以
外
に

'、六
萬
の
國
有
奴
雜
を

I, 

$

期
間
有
利
に
锁

.
0

上
に
使
役

.
し
得
：可
，し

ど

は

想

#

し
得 

ざ
る
所
に
し
て
、總
が
て
國
家
若
し
ぐ
は
個
人
の
孰
れ
か
が
損
失
を
蒙
；ら
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と 

瞭
然
た
る
可
し

.。
第
二
に
ク
セ
ノ
フ

.
オ
ン
が
是
れ
等
ラ
ク
リ
オ
ン
の
纖
恍
を
以
て
無

.
盡
藏

ゴ 

做
せ
る
が
如
き
も
單
な
る
迷
想
に
過
ぎ
す
し
て
、旣
述
せ
る
が
如
ぐ
、是
れ
等
の
鎭
杭
は
旣
に
基 

&

紀
：元
の

.
初
め
に
於
て
始
ん
ど
何
等
の
收
益
を

も

生
せ
ざ
る
に
至
ら
，紀元
第
ニ
世
紀
に
至
る 

ま
で
に
：全

然

其

の

採

掘

を

停

止

せ

り

。

I
S

十
九
世
紀
末
以
來

.
同
鎭
山
は

.
與
.び
採
掘
を
開
始
せ
，
 

、ら
れ
た

K
y
ざ
雕
も
、其
の
目
的
は
給
に
し
て

.、銀
に

#
:
す
る
も

‘の
に
非
す
。
第

‘
H

に
銀
の
價
館
が 

斷
じ
て
下
落
す
る
こ

5
0

な
し
と
做
せ
る
彼
れ
の
所
論
の
不
當
な
る
は
今
更
、ら改
め
て
論
す
る 

の
必
要
ゐ

&

ざ
る
可
し
。

€

に
難
典
に
於
け
る
銀
の
藤
•多
は
亦
た
其
の
價
値
卞
落
の
旅
因
に 

し
て

"
そ
は
久
し
ぐ
銅
の
二
百
乃

！̂
 

5
,百
倍
の

®

値
を
維
持
し
た
る
が

"
第

S
:

世
，紀
に

t
f

僅
.か
に 

其
の

W
 !

1

十
倍
を
有
す
：る
に

過
：ぎ
ざ
る

.
に
至

.
れ.

-
C
V
O

然
れ

\

レ

も
ク
セ

.
ノ.
フ
-オ
ン
が
奴
織
の
贷 

出
を
國
營
た
ら
し
め
、其
の
價
格
を
下
降
せ
し
む
る
こ
ふ
し
な
ぐ
し
て
：絕
え
す
臂
加
し
行
ぐ

K

の 

數
'
に
對
し
て
市
場
を
發
見
す
る
の
可
能
性
を
認

め

た
る
は
、決
し
て

Gustave 

G
i
o
t
z

の
言
ふ 
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 卷 
a

l
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i

l

 

, 

I

 

さ 

力
曲
.ぐ
需
要
供
給
の
.圓
係
を
知
、ら
ざ

.CS

し
が
爲
め
に
非
す

。

(

A

I
 Greece 

at 

w
o
r
k

 

s 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

History 

o
f 

Greece, 

from 

the 

H
o
m
e
r
i
c

 

p<.r!od 

to 

the 

R
o

i

 

conquest, 

1926, 

2
0
9
.
7

 

^

‘
れ

上

述

の

如

く

、金
':が

其

の

定

#

の
墙

.加
に
ぬ
ね
て
著
し
ぐ
其
の
個
館
を
低
下
し
、之

に

す
>
 
銀
ぐ
價

格
を

大

な
ら
し
め
，

(
D

e

 

V
e

c
%

,

 

op.  

d
r 

iv.  

I
p
y

而
し
て
他
の
貨
物
が
其
の
供 

給
，週
多
に
由
ぐ
て

.谓
做

.

失̂
踏
ず
る
の
事

®

を
明
確
に
知
悉
せ
ム
。

o

g

.き

，
然

も

彼
み 

は

銀
.の
價

&

が
主

.、

」

し

5

.
の
供
給
に

由
.：.

て
S

せ
ら
れ

t

て
，却

'っ
て
其

S

要
が
供 

f

共
に
植
加
す
可
き
を
認
め
た
る
？

。
加
之
な

I

、彼
れ
は
銀
の
塘
加
を
し
て
其

：
S

 

値
を

f

せ
し
め

，ざ

れ
に

*
 

^
可

H

 
|

§

 

消
費
の

.

 ̂

.加
の
存
せ
ざ
る
可
、ら
ざ
る
こ
ご
を
體
得
じ
つ

V

あ
ぅ
し
な

P
O 

(cf  

ibid:  

e
c
u

十！！！

.ク
セ

ノ
ク
才

ン
が
此

：：|

 

:

|
五
編
に
於
で
收
入
を
維
持
し
增

加

す

る
が

爲
に
平
和
の

, 

f

 

i

:せ
る
め

：r

事
；
は、縦
令
ひ
繁
に
特
有
な
る
も
の
に
は
非
す

I

る
も
其
の
全

1

 

及
；
び

I

中
に

f

て
全
然
反
對
の
：

S

な

I

 !

の
點

，ご
稱
す
る

を
得

可
し
。

彼
れ

I

 

/ 
 ̂

f
 

し
む
る
が

W

め
に「

ギ
和
擁
講
養
員

」

ず
長
ぎ

/C

ろ

.を
任

.

じ
、
‘A
ら

こ
.

次̂

ま
、
，
、
、
^
^
^

の
外
人
を
し
て
服
典
に
来
肪
せ
し
め
ん

す

る
の
案
を
提
唱

.せ

ひ

。

雜

與

.
に

し

て

永

ぐ

平

W
. 

を
維
，持

せ

ん

か

、其

の

勢

力

.名

®

及
び
威
信
は
減

1退
す
可
し
ご
ホ
：張
す
る
ぜ
ぁ
ね
ミ
せ
ぱ

t彼
れ 

'の
意
兄
は
全
然
正

V
®

 
•を
夾
，せ
る
も
の

V
J

稱
せ

ざ
る
を
得

や
"' 

ク

セ

ノ
ス
オ
ン
は
最
も
長
ぐ
平 

和
を
維
持
せ
る
國
家
が

.最
も
繁
榮
に
し
て
總
て
の
國
家
中
、服
典
が
本
質
上
平
和
時
に
於
て

S 

も
能
く
繁
榮
に
赴
ぐ
，の
力
ぁ
る
も
の
ビ
思
他
せ
ぅ
。
商
人
、船
長
、種
々
な
る
產
物
を
豐
當
に
有 

す

る

者

，其
：の
'：才
能
若
し
ぐ
は
货
胳
に
.よ
ね
て
生
計
を
取
得
し
得
る

者
、
X
匠
、
ッ
ヒ

ス
テ
及
び
哲 

學

者
、
彼
れ
等

s'.

著

作
：.

の
愛

.好

.者
、
祭
.赚
，及

.び
與
業
を
見
物
せ
ん

,Jレ
す
る
者

並
.び

に
.急
速
に
其
の 

货
物
を

i
i
u

貝
せ
ん

i
,

す
：；

る
者
は
孰
れ
も
皆

な

平
和
時
：の

服
，典

に
於
て
最
も
能
ぐ
其
の
目
的
を 

達

成

，す

ン

を

，得

可

し

。

希

職

の

斬̂

«

は

戰

争

5
0

暴

力

y

し

よ

り
も
、宽

仁

\

レ

平

和

5.,

に

よ

&

て
却 

一つ：て能
ぐ
掌
振
じ
揭
る
可
し
。
現

.に

最

近

の

經

，驗

に
，.

徵

レ

て

明

か

な
る
，
が

如

ぐ
，戰

時
に
.於 

て
は
菅
だ
に
收
入
の
諧
康
源
が
個
渴
す
る
の

み
な
ら

す
"國
庫
に
納
入
せ
ら
れ
た
る
總
ベ
て
の 

货
粮
は
戦
費
を
支
⑩

す
：：

る
が

游

め
に
費
消
し
ま

、ら
る

〜

な

タ
0

然
れ
、ご

も
海
上
の

平
和
が

恢 

復
せ
ら
れ

た
る

瑰

在

に
於
て
は
、收
入
は

漸

次

增

加

を

來

し

、市

民

は

任

意

に

，國

银

を

使
用
し

将 

る
な…

。

而

し
て
若
し
他
の
國
‘家
に
し
て

雜

典
に
損
害

を

加
へ

た-
C
V

マ

」

す
る
も
，
雜

0

は
尙
ほ 

释1!

十

怨

(
1
1
1
2
0

雅
風
國
の
，收
入
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I

 六
ニ

之
^

ご
平
和

S

I

持
す
可
き
も
の
な

^

o

吾
人
が
何
者
に
對
し
て
も
何
等
の

I

を
加 

:

i

 
二

"
-
び

し

i

 
K
旧

3

f
 

J
i
r
p
i
d
き

,"oT
f

吾
人
に
非
行
を
行
へ
る
春
は
何
等
の 

ぼ
プ
激
。を

も

有

す
こ
ど
な
か
る
可

が

故
に
、吾
人
は
遙
か
に

容

0 :
^

に
彼
れ
等
に
復
響
し
得

.
ク
セ
ノ

 
♦ス

オ
ン

は
：
此
の
®
の
最
後
に
於
て
提
唱
せ
る
諸
針
書

i

&
生
す

可

き

利

綴

を

述

ぶ

0

 

即
ち
，S

ぐ
、是

れ

等

、の

提

律

に

し

て

實

施

せ
&

れ
ん
か
、吾
人
は
他
の
希
職
人
に
？

る
親
善
な 

L

ク
を

ゎ
.：

加
し

M

ら
{
,大
な
る
安
泰
の
，

8

に
生
活
し
て
、吾
人
の
名
®
を
高
む
る
に
至
る
可 

し

C 

,

询
に
彼
れ
一
は

S

般
.一
の
針
肅
を
以
で
菅
だ
に
國
家
の
物
質
的
利
翁
を
.域

進

す

る

の

み

な 

、
ら

す

、
併

せ

て

其

の

处

會

的

及

び

政

洽

的

利

®

を
增
大
す
.可
き

も

の

ご

觀

た

レ

0

印

ち

是

ゾ

，
,

 

ぬ

-

て
|

は
其
の
繁
榮
を
來
し
、庶
舆
は
十
分
な
る
食
糧
の

供

給

を

受
け
、

當
激
は
戰
哉
の
角 

擔
を
免

4

沿
ぐ
全
國

K

の
幸
福
は
植

A

し
、從
つ
て
國
內
に
於
け
る
革

命

の

危
臉
は
減
少
す
可 

i

故
？

。

.
然
？

ょ

：

セ
："

ク
.
オ
ン
は
他
方
に
於
て

f

人
に
對
し
て
祭
典
其
の
他

Q

 

路

經

費
を

節
約
す
可
き

I

告
す
る
こ
ご
な
き
の
み
な
ら

S

つ
て
之
れ
を

S

し
导
る
の 

豫
想
を
表
明
し
て
彼
れ
等
に

.媚
び
ん
ざ
.せ
る
の
觀
な

き

に
非

t

:
即
ち
彼

.れ
日
ぐ
#

人
は
轉

'i

K

1

I

し

かぐ

'網

r
j
i
£
^

4v
f
c
-
.

宫
の
光
實
に
依

&
.
て
、現
，狂

ょ

，
，タも

I

層
路
嚴
に
饶
典
を
擧
行
し

、
#
殿

：
，を

修

縫

し

、堡

塵

及

び

船

渠

を

W

M
し
、僧

侶
，元
；，老
院
：長

宵

及

び

騎

士

を

し
‘て
其
の
古
来
の
灌
刹

(
r
<
i

 

7：

ホラ

V
O

を

恢
復
せ

し

.
,
 

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

む
る
を
得

可
し

、；.；
。：：

(ibid

ニ 

VI, 

I,)i 

.

'
:吾
人
は
前
揭
策
：四
章

.览
十

.四
，節
其
の
他
の
所
言
ょ
り
推
し
て
，ク
セ
ノ
フ
オ
ン
は
私
有
資
本

が
取
に
與
の
所
有
者

I

個
の
當
裕
を
齋
す
に
週
ぎ

’ざ
る
に
反
し
、國
有
資
本
が
全
市
民
を
し
て

' 

- 

. 

_

_

_

_

_

沿
：；

ぐ
一

富
裕
な
ら
し
む
る
の
故
を
；以
て
之
れ
に
貢
献
す
る
所
更
、ら
に
大
な
り
>/

」

觀

じ
，產
業
社
會 

化
の
近
代
的
學
說
を
提
唱

‘せ

る

の
觀
な
き
，

.に
非
す

ざ
雖
，も
、而

も

彼

れ

の

主

張

' 
の
服

0

は
外
人 

の，
.温
情
主
義
，的
檢
収
ぐ
奴
織
勞
働
の
，國
家
的
利
用

ざ

に
*
り
て

*

典
市
民
中
に

於

け

る
當
者 

の
負
擔
を
輕
減
し
、併
せ
、て
貧
困
を
絕
減
せ
し
め
、共
同
の
資
源
に
依
ぅ
て
全
市
民
を
し
て
悉

ぐ 

十
分
な
る
滿
足
の

®

に
.生
活
せ
し
め
、以
て
國
家
を
繁
榮

.と
安
定

プ
レ
の
時
代
に
誘
は
ん
"/しす
る 

に
在

>
9し
な

-

CN 。  

i
::—

二

十

卷

(
一

ニ
六
五)

維
典
國
の
收
入

娘
十
號


